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●掲載記事の閲覧が可能

●連載初回は全文を紹介

「しびれや痛みという言葉で患者さ

んが訴える身体の違和感を，どう受け

止めて治療につなげるかが大切なんで

す」．今月の主題を担当することが決まったとき，

「しびれと痛み」の診療に関するお考えをお聞かせ

くださった大生先生が口になさったこのお言葉が，

私の心に響きました．こうして，少し長めのサブタ

イトルが，今月の主題のコンセプトとなりました．

お原稿をご執筆くださった先生方は，まさにこの

コンセプトを的確に受け止め，応じてくださいまし

た．患者の多彩な訴えをどう解きほぐすか，膨大な

知識や豊かなご経験を背景とした診断過程や治療方

針を拝読すると，まるで上質な推理小説に出会った

かのような気分になります．「しびれと痛み」の難

しさと，だからこその診療の醍醐味も，おぼろげに

見えてきました．

私には「痛み」に関する小さな心の古傷がありま

した．激しい腰痛に襲われて救急車で搬送された先

で，「その痛みは気のせい．話を聞いてほしいなら，

そういうところへ行きなさい」と申し渡された，哀

しい経験です．「心因性」という言葉には心身相関

の不思議を感じますが，「気のせい」という言葉に

は，現に感じている痛みを否定された厳しさを感じ

て途方に暮れたものです．ところが，今月の主題に

寄せられたお原稿や座談会でのご発言を通して，先

生方が「心因性」の診断に苦慮しながらも症状の存

在を肯定し，真摯に対応しておられることを深く実

感．まるで自分が丁寧に診察し直していただけたか

の如くに，心の痛みがすっと癒されたようでした．

自分の心身も，不思議の宝庫です． (Y)
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毎月の特集の概要に加え，「座談会」や「内科認定医･専門医試験対策問

題」，臨床トレーニングに最適な「連載」などの一部記事がご覧いただけます．

指導医と研修医のホットな議論の中から，コモンディジーズの診断と治療を

学ぶ「聖路加 カンファレンス」，米国での医師研修事

情をレポートする「研修おたく海を渡る」など，大好評の連載に加え，「見て

聴いて考える 道具いらずの神経診療」，「患者が当院(ウチ)を選ぶ理

由」，「研修医のためのリスクマネジメント鉄則集」など，新連載も続々登

場．初回は全文を掲載．
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